
沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 専攻科実験
科目基礎情報
科目番号 6103 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 機械システム工学コース 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 自作資料（各教員が各テーマごとに配布）
担当教員 武村 史朗,下嶋 賢,森澤 征一郞,赤嶺 宗子
到達目標
異なるテーマの実験を個人，あるいはグループにより与え，より広い分野での知識の定着と実験結果のまとめ・考察をさせることにより，協調
性やプレゼンテーション能力，また成果を発信するスキル向上を図る．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安(可)
専門科目の講義で修得した知識を
実験で確認し，知識を定着する
（B-1,C-3）

専門科目の講義で修得した知識を
実験で確認し，応用力が定着して
いる．

専門科目の講義で修得した知識を
実験で確認し，理解が定着してい
る．

専門科目の講義で修得した知識を
実験で確認し，基礎的理解が定着
している．

機械工学における計測技術を修得
する（B-1,C-3)

機械工学における計測技術を修得
し，応用ができる．

機械工学における計測技術を修得
し，実施できる．

機械工学における計測技術を修得
し，基礎の実施ができる．

データ管理方法・考察の進め方
，報告書のまとめ方を修得する
（B-1,C-3,C-4)

データ管理方法・考察の進め方
，報告書のまとめ方を修得し，応
用ができる．

データ管理方法・考察の進め方
，報告書のまとめ方を修得してい
る．

データ管理方法・考察の進め方
，報告書のまとめ方の基礎を修得
している．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
専攻科実験においては，機械工学の各分野（熱流体工学，機械材料，材料力学，電気電子工学，振動工学，計測工学
，制御工学，生産工学）に関する各種実験を行う．各分野の中から４テーマを実施する．
【クラス分け方式】

授業の進め方・方法
初めに授業概要を説明し，実験方法の討議・実験準備・実験実施・結果まとめ・考察を行い，実験報告書を作成する
．実験よっては重量物や工作機械を扱うものもあるため，指導教員の指示に従い，作業着，作業帽，作業靴を着用する
こと．各テーマの最初に作業にあたっての注意事項の説明を行う．

注意点 実験報告書の内容が不十分な場合は書き直し，または再実験を行う．
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス・制御工学実験（武村） 専攻科実験のガイダンス，実験内容説明，実験案作成
2週 制御工学実験 プログラム作成
3週 制御工学実験 プログラム作成
4週 制御工学実験 動作確認
5週 制御工学実験 動作確認
6週 制御工学実験 報告書作成
7週 制御工学実験 報告書作成と発表
8週 流体工学実験（森澤） 実験内容説明，実験案作成

2ndQ

9週 流体工学実験 データ取得・解析
10週 流体工学実験 データ取得・解析
11週 流体工学実験 データ整理と報告書作成
12週 流体工学実験 データ整理と報告書作成
13週 流体工学実験 データ整理と報告書作成
14週 流体工学実験 報告書作成と提出
15週 前期　報告書修正 指摘事項の修正
16週

後期
3rdQ

1週 スポーリング破壊特性評価のための乾燥速度，繊維強
度の計測（下嶋）

実験内容説明，実験案作成
材料選定（じゃがいも，サツマイモ，山芋，リンゴ
，梨，茄子，カボチャ，葉物野菜など）

2週 スポーリング破壊特性評価のための乾燥速度，繊維強
度の計測 材料の加工と乾燥工程

3週 スポーリング破壊特性評価のための乾燥速度，繊維強
度の計測 引張強度の計測

4週 スポーリング破壊特性評価のための乾燥速度，繊維強
度の計測 データ整理と報告書作成

5週 スポーリング破壊特性評価のための乾燥速度，繊維強
度の計測 衝撃波による加工と乾燥工程中の質量計測

6週 スポーリング破壊特性評価のための乾燥速度，繊維強
度の計測 完全乾燥後の繊維引張強度の計測

7週 スポーリング破壊特性評価のための乾燥速度，繊維強
度の計測 報告書作成と提出

8週 材料工学実験（赤嶺） 実験内容説明，実験案作成
4thQ 9週 材料工学実験 データ取得・解析



10週 材料工学実験 データ取得・解析
11週 材料工学実験 データ整理と報告書作成
12週 材料工学実験 データ整理と報告書作成
13週 材料工学実験 データ整理と報告書作成
14週 材料工学実験 報告書作成と提出
15週 後期　報告書修正 指摘事項の修正
16週

評価割合
レポート・発表 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 20 20
専門的能力 30 30
社会性 20 20
主体性 30 30


